
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

令和６年度より、地域居住支援事業に名称が変更となり、国の補助率も１０／１０から２／３となるが、ホームレス自立支援費の中で自立相談支
援事業・一時生活支援事業と併せて事業を継続していく

来年度以降の方
向性

居宅を失う恐れのある方への相談支援や居宅を確保された方の再路上化を防ぐという目的に対し、非常に重要かつ効果のある事業であり、今
後も支援を継続する。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

アフターフォローを実施した実績件数は把握しているが、連絡が取れなくなる方もおり、全対象者の状況を把
握し続けることはできずないため、指標を設定することは困難。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

↓

アウトカム
成果指標1

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定 令和8年度予定

令和8年度予定

643 4027

人工

指標

アウトプット
活動指標1

支援件数 という活動、業務を行うことで

令和4年度実績 令和5年度予定 令和5年度実績 令和6年度予定 令和7年度予定

0.2 人工

令和6年度予算額 18,181 千円 うち特定財源 12,121 千円 正規職員業務量 0.2

正規職員業務量 0.2 人工

令和5年度決算額 16,429 千円 うち特定財源 16,429 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0.2 人工

令和5年度予算額 18,486 千円 うち特定財源 18,486 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

対象者との繋がりを維持し、相談支援を継続することでホームレス・孤独・孤立状態に陥ることを防ぐ。

他都市の状況

令和４年度から令和５年度にまたがり実施された事業であり、国の補助金も約１億円となっているため、９割以上の自治体が
未実施。

市民参加の実施

令和4年度決算額 1,514 千円 うち特定財源 1,514

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社
会的課題）

社会情勢の変化に応じて、ホームレス状態となる方々の事情も多様化しており、自立相談支援事業、一時生活支援事業等の
支援により居宅を確保された方や、今後居宅を失う恐れのある方へ継続した支援が必要と考える。

事業内容
（何を実施し）

一時生活支援事業の利用者や、住居を失うおそれのある生活困窮者等に対し、入居支援や居住の安定化に向けたアフター
フォローを行うことにより、ホームレス・孤独・孤立状態になることを防ぐ。

事業名 居住支援加速化事業

評価担当課 所   属 保）総務部　地域福祉・生活支援 電話番号 011-211-2932

事業評価調書

年度 令和5年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 38844


